
９月定例教育委員会 会議録 

 

１、開催日時 令和２年９月２８日（月）午後２時００分から午後３時５０分 

 

２、開催場所 市役所２階第一会議室 

 

３、出席委員の氏名 

   教 育 長  上野  清 

職務代理者  白戸 吉男 

   委   員  小俣 洋、三枝 泰子、小俣 和英、遠山 江理 

 

委員以外で出席した職員 

教育委員会教育次長、学校教育課長、学校教育課長補佐、生涯学習課長補佐 

 

４、教育長開会宣言 

 

５、会期の決定 

 

６、今回会議録署名委員  

白戸 吉男委員、遠山 江理委員が指名される。 

 

７、前回の会議録の承認 

   職員が８月定例会会議録を朗読し承認される。  

 

８、教育長報告 

令和２年８月１８日から令和２年９月２７日までの教育長活動が報告された。 

 

学校教育課長より、指定校変更１２件、区域外就学３件について資料に基づき説

明を行い、申請事由が適正であることから、承認、承諾を行った旨の報告がなされ

た。 

  内容については、令和２年９月定例会資料のとおり。 

 



 

 

９、議事 

   議第７号 令和３年度教育予算方針（案）について 

[説明]教育次長 

来月 １０月８日、市長と教育委員会が教育政策について協議・調整する総合教育会

議が開催され、議題には「令和３年度 教育予算方針について」があり、この教育委員会

議において、内容を確認・承認いただき教育長から教育総合会議においてご説明いただ

くようになっている。 

教育予算方針は、教育振興基本計画の理念、基本目標に基づき、重点的に取り組む

ものである。 

 

[説明]学校教育課長補佐 

学校教育課及び生涯学習課予算方針の内容について説明がなされた。 

○学校教育課予算方針（案）について  

１ 知の資源と連携したまちづくり（大学等と連携した教育施策の推進）                   

（１） 学生アシスタント・ティーチャー事業を核とした放課後学習の推進 

（２） 教育課程特例校（英語特区）の推進 

 ２ 生きる力を育む学校教育のまちづくり 

（学校教育の充実、家庭・地域・学校の連携） 

（１） 小中学校ＩＣＴ教育環境の整備 

（２） 市担教員、教員補助員の配置によるきめ細かな学習指導の推進 

（３） 外国語指導者招致事業の推進 

（４） 大幡教員住宅の整備 

（５） 給食費の公会計化 

（６） 学校施設の整備（非構造部材耐震改修工事の実施） 

  

○生涯学習課予算方針（案）について 

３ 地域の教育力を高める生涯学習のまちづくり 

（生涯学習の推進、スポーツの振興、文化・芸術の振興） 

（１） 青少年の体験活動・交流機会の充実 

（２） 市民の健康増進とスポーツの振興 

（３） 学び・まちづくりの交流拠点の充実 



 

 

（４） 文化施設・スポーツ施設等の計画的な改修・設備の更新 

 

上野清教育長 

３つの柱がありますので、柱ごとに検討していきたいと思います。 

まず「１ 知の資源と連携したまちづくり」で、質問等ありますでしょうか。 

 

小俣洋委員 

英語特区について、ここで更新すると、何年間になるのでしょうか。 

 

学校教育課長 

前回が、平成２７年から６年間指定を受け、今年度が最終となります。更新しま

すと来年度から６年間の指定となります。 

 

小俣洋委員 

新学習指導要領で外国語が導入されますが、特区が必要なのでしょうか。 

 

学校教育課長 

学校としましても非常にいい面があると聞いています。後程報告のところで詳し

く説明させていただきます。 

 

上野清教育長  

よろしいでしょうか。質問等ないようであれば、次の「２ 生きる力を育む学校

教育のまちづくり」について、いかがでしょうか。 

 

三枝泰子委員 

GIGAスクール構想が前倒しになり、一人一台端末の整備など急速に進められてい

くと思いますが、技術的に教員が指導するにはかなり厳しい現実があると思います。

ここにあります「知見を有する専門スタッフを配置し」とありますが外部の方が各

学校を巡回指導するということでしょうか。 

 

 



 

 

学校教育課長 

ICT教育の導入により、ハード面は整備され、運用面では各校のレベルが均等で

格差が生じないようにしなければなりません。教育委員会としてもできるだけ先生

方に研修等を受けていただき、PCの操作や手順等が長けている専門スタッフを配置

し、また民間のソフト会社等と提携するなかで、授業の進め方など教員と一緒に進

めていきたいと考えています。 

 

白戸吉男委員 

何名くらいの予定ですか。 

 

学校教育課長 

１名を予定しています。 

各校の情報部会を中心に進めていき、PCを使用する人としない人を平準化して研

修を行っていきたいと考えています。 

 

小俣洋委員 

給食費の公会計化とありますが、今までどのように給食費は徴収していたのです

か。 

 

学校教育課長 

各学校の教頭先生が主体となって徴収事務をしていただいていました。 

教員の働き方改革等も踏まえ、できるだけ業務を軽減するということで市が徴収

していくかたちとなります。 

学校給食法のなかで、食材費は保護者負担となっていますので、そこの部分の徴

収を今まで学校にお願いしていました。 

 

遠山江理委員 

児童手当からの引き落としもあったと思いますが、それは任意でしょうか。 

 

学校教育課長 

任意です。 



 

 

 

白戸吉男委員 

公会計化とは、会計の部分のみを公の市で行うということですか。 

 

学校教育課長 

一般会計のなかで行うことになります。 

現在、保護者負担の給食費は学校給食会に入ります。人件費、施設整備費などの

管理運営費は市からの委託金を給食会が受けて行っています。 

公会計化になると給食費も市の収入となって、収入から食材等に充てていくかた

ちになります。 

 

白戸吉男委員 

長年、学校業務では給食費の公会計化は要望してきたことでしたので、いい方向

に向かっていて、ありがたいと思います。 

 

小俣和英委員 

予算方針とはずれてしまいますが、ICT教育のところで、専門スタッフが各校を

巡回するということですが、学校で子どもに教えるなかでスピーディーに対応でき

るよう、サポートデスクのようなものがあると現場の先生方からの質問等に随時対

応できる体制があると有効なのかなと思いましたので、何かの機会に検討いただけ

ればと思います。 

 

学校教育課長 

ありがとうございます。各学校の巡回はしますが、教育委員会のなかに常駐する

かたちを予定していますので、すぐ相談ができたり学校へ駆けつけられたりできる

体制になると考えています。 

 

上野清教育長 

他にありますでしょうか。 

ないようなので、最後の柱の「３ 地域の教育力を高める生涯学習のまちづくり」

について確認をしたいと思います。 



 

 

いかがでしょうか。 

 

小俣洋委員 

「のびのび興譲館事業」とはどのような内容ですか。 

 

教育次長 

教育委員会が主催するもので、小学生から中学３年生までに対して、「発明クラ

ブ」、「フィッシング」、「自然塾」などのテーマを用意して、異学年集団で遊びなが

ら学びに繋げていく塾のようなものをまとめて「のびのび興譲館」として二十数年

間続けている事業です。 

 

以上の発言あり。 

 

上野教育長が意見を求め協議したところ、原案のとおり承認された。 

 

 【原案のとおり決定】 

 

１０、その他 

［説明］学校教育課長 

（１）令和２年度９月議会補正（追加）予算について 

（２）都留市議会９月定例会一般質問について 

（３）教育課程特例校の申請について 

 

［説明］学校教育課長補佐 

（４）令和２年度第１回都留市総合教育会議の開催について 

（５）令和３年度入学児童就学時健康診断の実施について 

（６）学校訪問について 

（７）その他 

   令和２年度山梨県市町村教育委員会連合会「秋季研修会」について 

 

 



 

 

［説明］生涯学習課長補佐 

（１）都留市生涯学習推進計画(案)について 

（２）ミュージアム都留条例施行規則の一部改正について 

 

【 了 知 】 

 

１１、教育長閉会宣言 


